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唐
宋
時
代
と
い
ふ
こ
と
は
普
通
に
用
ふ
る
語
な
る
が
、
歴
史
特
に
文
化
史
的

に
考
察
す
る
と
、
實
は
意
味
を
な
さ
ぬ
語
で
あ
る
。
そ
れ
は
唐
代
は
中
世
の
終

末
に
屬
し
、
而
し
て
宋
代
は
近
世
の
發
端
と
な
り
て
、
其
間
に
唐
末
よ
り
五
代

に
至
る
過
渡
期
を
含
む
を
以
て
、
唐
と
宋
と
は
文
化
の
性
質
上
著
し
く
異
り
た

る
點
が
あ
る
。
但
し
從
來
の
歴
史
家
は
多
く
朝
代
に
よ
り
て
時
代
を
區
劃
し
た

か
ら
、
唐
宋
と
か
元
明
清
と
か
一
の
成
語
に
な
つ
て
居
る
が
、
學
術
的
に
は
か
ゝ

る
區
劃
法
を
改
む
る
必
要
が
あ
る
。
但
し
今
は
便
宜
上
、
普
通
の
歴
史
區
劃
に

從
ひ
唐
宋
時
代
の
名
を
用
ひ
て
、
支
那
の
中
世
よ
り
近
世
に
移
る
間
の
變
化
の

状
態
を
總
括
し
て
説
い
て
見
よ
う
と
思
ふ
。

　
中
世
と
近
世
と
の
文
化
の
状
態
は
、
如
何
な
る
點
に
於
て
異
る
か
と
い
ふ
に
、

政
治
上
よ
り
い
へ
ば
貴
族
政
治
が
廢
頽
し
て
君
主
獨
裁
政
治
が
起
り
た
る
事
で
、

貴
族
政
治
は
六
朝
か
ら
唐
の
中
世
ま
で
を
最
も
盛
な
る
時
代
と
し
た
。
勿
論
此

貴
族
政
治
は
、
上
古
の
氏
族
政
治
と
は
全
く
別
物
で
、
周
代
の
封
建
制
度
と
も

關
係
が
な
く
、
一
種
特
別
の
も
の
で
あ
る
。
此
時
代
の
支
那
の
貴
族
は
、
制
度

と
し
て
天
子
か
ら
領
土
人
民
を
與
へ
ら
れ
た
と
い
ふ
の
で
は
な
く
、
其
家
柄
が

自
然
に
地
方
の
名
望
家
と
し
て
永
續
し
た
る
關
係
か
ら
生
じ
た
る
も
の
で
、
所

謂
郡
望
な
る
も
の
ゝ
本
體
が
こ
れ
で
あ
る
。
そ
れ
等
の
家
柄
は
皆
系
譜
を
重
ん

じ
、
其
た
め
に
當
時
系
譜
學
が
盛
ん
に
な
つ
た
位
で
あ
る
。
現
に
存
在
す
る
諸

書
の
中
で
も
、
唐
書
の
宰
相
世
系
表
は
即
ち
其
有
樣
を
示
し
た
も
の
、
又
、
李

延
壽
の
南
北
史
の
中
に
は
、
朝
代
に
拘
ら
ず
各
家
の
人
を
祖
先
か
ら
子
孫
ま
で

續
け
て
纏
ま
れ
る
傳
を
書
い
た
か
ら
、
人
の
た
め
に
家
傳
を
作
つ
た
體
裁
に
な

つ
た
と
い
ふ
非
難
を
受
け
た
が
、
こ
れ
は
南
北
朝
時
代
の
實
際
状
態
が
無
意
識

の
裡
に
歴
史
の
上
に
現
れ
た
の
で
あ
る
。

　
か
く
の
如
き
名
族
は
、
當
時
の
政
治
上
の
位
置
か
ら
殆
ど
超
越
し
て
居
る
。

即
ち
當
時
の
政
治
は
貴
族
全
體
の
專
有
と
も
い
ふ
べ
き
も
の
で
あ
つ
て
、
貴
族

で
な
け
れ
ば
高
い
官
職
に
就
く
事
が
出
來
な
か
つ
た
が
、
し
か
し
第
一
流
の
貴

族
は
必
ず
天
子
宰
相
に
な
る
と
も
限
ら
な
い
。
こ
と
に
天
子
の
位
置
は
尤
も
特

別
の
も
の
に
て
、
こ
れ
は
實
力
あ
る
も
の
ゝ
手
に
歸
し
た
る
が
、
天
子
に
な
つ

て
も
其
家
柄
は
第
一
流
の
貴
族
と
な
る
と
は
限
ら
な
い
。
唐
太
宗
が
天
子
に
な

れ
る
と
き
、
貴
族
の
系
譜
を
調
べ
さ
せ
た
が
、
第
一
流
の
家
柄
は
北
方
で
は
博

陵
の
崔
氏
、
范
陽
の
盧
氏
な
ど
に
て
、
太
宗
の
家
は
隴
西
の
李
氏
で
三
流
に
位

す
る
と
い
ふ
こ
と
な
り
し
も
、
此
家
柄
番
附
は
、
天
子
の
威
力
で
も
こ
れ
を
變

更
す
る
事
が
出
來
な
か
つ
た
。
南
朝
に
於
て
も
王
氏
、
謝
氏
な
ど
が
天
子
の
家

柄
よ
り
も
遙
に
重
ん
ぜ
ら
れ
た
。
是
等
は
皆
同
階
級
の
貴
族
の
間
で
結
婚
を
な

し
、
そ
れ
等
の
團
體
が
社
會
の
中
心
を
形
成
し
て
、
最
も
よ
き
官
職
は
皆
此
仲

間
の
占
む
る
所
と
な
つ
た
。

　
こ
の
貴
族
政
治
は
唐
末
よ
り
五
代
ま
で
の
過
渡
期
に
廢
頽
し
て
、
こ
れ
に
代

れ
る
も
の
が
君
主
獨
裁
政
治
で
あ
る
。
貴
族
廢
頽
の
結
果
、
君
主
の
位
置
と
人

民
と
が
近
接
し
來
り
て
、
高
い
官
職
に
つ
く
の
に
も
家
柄
と
し
て
の
特
權
が
な

く
な
り
、
全
く
天
子
の
權
力
に
よ
り
て
任
命
せ
ら
る
ゝ
事
と
な
つ
た
。
こ
の
制

度
は
宋
以
後
漸
次
發
達
し
て
、
明
清
時
代
は
獨
裁
政
治
の
完
全
な
る
形
式
を
つ

く
る
こ
と
ゝ
な
り
、
國
家
に
於
け
る
凡
て
の
權
力
の
根
本
は
天
子
一
人
こ
れ
を

有
し
て
、
他
の
如
何
な
る
大
官
も
全
權
を
有
す
る
事
な
く
、
君
主
は
決
し
て
如

何
な
る
官
吏
に
も
其
職
務
の
全
權
を
委
任
せ
ず
、
從
て
官
吏
は
其
職
務
に
つ
い

て
完
全
な
る
責
任
を
負
ふ
事
な
く
し
て
、
君
主
一
人
が
こ
れ
を
負
擔
す
る
事
と

な
つ
た
。

　
こ
の
二
種
の
政
治
状
態
を
比
較
す
る
と
、
貴
族
政
治
時
代
に
於
け
る
君
主
の

位
置
は
、
時
と
し
て
實
力
あ
る
も
の
が
階
級
を
超
越
し
て
占
む
る
事
あ
り
て
も
、

既
に
君
主
と
な
れ
ば
貴
族
階
級
中
の
一
の
機
關
た
る
事
を
免
る
ゝ
事
が
出
來
な
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い
。
即
ち
君
主
は
貴
族
階
級
の
共
有
物
で
、
そ
の
政
治
は
貴
族
の
特
權
を
認
め

た
上
に
實
行
し
得
る
の
で
あ
つ
て
、
一
人
で
絶
對
の
權
力
を
有
す
る
こ
と
は
出

來
な
い
。
孟
子
は
嘗
て
卿
に
異
姓
の
卿
と
、
貴
戚
の
卿
と
あ
つ
て
、
後
者
は
君

主
に
不
都
合
あ
れ
ば
こ
れ
を
諫
め
、
聽
か
ざ
れ
ば
こ
れ
を
取
り
換
へ
る
と
い
へ

る
事
が
あ
る
が
、
か
ゝ
る
事
は
上
代
の
み
な
ら
ず
、
中
世
の
貴
族
政
治
時
代
に

も
屡
々
實
行
さ
れ
た
。
君
主
は
一
族
即
ち
外
戚
從
僕
ま
で
も
含
め
る
一
家
の
專

有
物
で
、
從
て
こ
れ
等
一
家
の
意
に
稱
は
な
い
と
廢
立
が
行
は
れ
、
或
は
弑
逆

が
行
は
れ
た
。
六
朝
よ
り
唐
に
至
る
ま
で
、
弑
逆
廢
立
の
多
い
の
は
、
か
ゝ
る

事
情
に
よ
る
の
で
、
こ
の
一
家
の
事
情
は
多
數
の
庶
民
と
は
殆
ん
ど
無
關
係
で

あ
つ
た
。
庶
民
は
國
家
の
要
素
と
し
て
何
等
の
重
き
を
な
さ
ず
、
政
治
と
は
沒

交
渉
で
あ
る
。

　
か
く
の
如
く
君
主
は
單
に
貴
族
の
代
表
的
位
置
に
立
つ
て
居
つ
た
の
は
中
世

の
状
態
な
る
が
、
近
世
に
入
り
て
其
貴
族
が
沒
落
す
る
と
、
君
主
は
直
接
に
臣

民
全
體
に
對
す
る
事
と
な
り
、
臣
民
全
體
の
公
の
所
有
物
で
、
貴
族
團
體
の
私

有
物
で
な
く
な
つ
た
。
か
く
し
て
臣
民
全
體
が
政
治
に
關
係
す
る
事
と
な
れ
ば
、

君
主
は
臣
民
全
體
の
代
表
と
な
る
べ
き
筈
の
や
う
で
あ
る
が
、
支
那
に
は
か
ゝ

る
場
合
な
か
り
し
た
め
に
、
君
主
は
臣
民
全
體
の
代
表
者
に
あ
ら
ず
し
て
、
夫

自
身
が
絶
對
權
力
の
主
體
と
な
つ
た
。
し
か
し
兎
も
角
、
君
主
の
位
置
は
貴
族

時
代
よ
り
は
甚
だ
安
全
と
な
り
、
從
て
廢
立
も
容
易
に
行
は
れ
ず
、
弑
逆
も
殆

ん
ど
な
く
な
つ
た
事
は
宋
以
後
の
歴
史
は
其
然
る
を
證
明
す
る
。
尤
も
元
代
の

み
は
頗
る
異
例
が
あ
る
。
こ
れ
は
蒙
古
文
化
の
程
度
に
よ
る
の
で
、
蒙
古
の
文

化
は
支
那
の
同
時
代
に
比
較
す
る
と
甚
し
く
遲
れ
て
、
却
て
支
那
の
上
古
時
代

と
同
程
度
で
あ
る
の
に
、
支
那
を
征
服
せ
る
が
た
め
に
、
突
然
に
近
世
的
の
國

家
組
織
の
上
に
君
臨
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
其
帝
室
に
は
依
然
と
し
て
貴
族
政

治
の
形
骸
が
殘
つ
て
居
り
、
民
政
の
方
の
み
が
近
世
的
色
彩
に
な
つ
た
か
ら
、

一
種
の
矛
盾
し
た
状
態
を
あ
ら
は
し
た
の
で
あ
る
。

　
貴
族
政
治
の
時
代
に
は
、
貴
族
が
權
力
を
握
る
習
慣
で
あ
る
か
ら
、
隋
の
文

帝
・
唐
の
太
宗
の
如
き
英
主
が
出
で
、
制
度
の
上
に
於
て
は
貴
族
の
權
力
を
認

め
ぬ
事
に
し
て
も
、
實
際
の
政
治
に
は
尚
其
形
式
が
殘
つ
て
、
政
治
は
貴
族
と

の
協
議
體
と
な
つ
た
。
勿
論
こ
の
協
議
體
は
代
議
政
治
で
は
な
い
。

　
唐
代
に
於
け
る
政
治
上
の
重
要
機
關
は
三
つ
あ
つ
た
。
曰
く
尚
書
省
、
曰
く

中
書
省
、
曰
く
門
下
省
で
あ
る
。
そ
の
中
で
中
書
省
は
天
子
の
祕
書
官
で
、
詔

勅
命
令
の
案
を
立
て
、
臣
下
の
上
奏
に
對
し
て
批
答
を
與
へ
る
こ
と
に
な
つ
て

居
る
が
、
こ
の
詔
勅
が
確
定
す
る
ま
で
に
は
門
下
省
の
同
意
を
必
要
と
す
る
。

門
下
省
は
封
駁
の
權
を
有
し
て
、
若
し
中
書
省
の
案
文
が
不
當
と
認
む
る
と
き

に
は
、
こ
れ
を
駁
撃
し
、
こ
れ
を
封
還
す
る
こ
と
も
出
來
る
。
そ
こ
で
中
書
と

門
下
と
が
政
事
堂
で
協
議
し
て
決
定
す
る
事
と
な
る
。
尚
書
省
は
こ
の
決
定
を

受
取
つ
て
執
行
す
る
職
務
で
あ
る
。
中
書
省
は
天
子
を
代
表
し
、
門
下
省
は
官

吏
の
輿
論
、
即
ち
貴
族
の
輿
論
を
代
表
す
る
形
式
に
な
つ
て
居
る
の
で
は
あ
る

が
、
勿
論
、
中
書
・
門
下
・
尚
書
三
省
と
も
に
大
官
は
皆
貴
族
の
出
身
で
あ
る

の
で
、
貴
族
は
天
子
の
命
令
に
絶
對
に
服
從
し
た
の
で
は
な
い
。
夫
故
に
天
子

が
臣
下
の
上
奏
に
對
す
る
批
答
な
ど
も
、
極
め
て
友
誼
的
で
、
決
し
て
命
令
的

で
な
い
。
然
る
に
明
清
時
代
に
な
り
て
は
、
批
答
は
全
く
從
僕
な
ど
に
對
す
る

と
同
樣
、
ぞ
ん
ざ
い
な
言
葉
遣
ひ
で
命
令
的
と
な
り
、
封
駁
の
權
は
宋
以
後
益

々
衰
へ
、
明
清
に
在
り
て
は
殆
ん
ど
な
く
な
つ
た
。

　
か
く
の
如
き
變
化
の
結
果
、
宰
相
の
位
置
は
天
子
を
輔
佐
す
る
も
の
で
な
く

し
て
、
殆
ど
祕
書
官
同
樣
と
な
り
た
る
が
、
尚
宋
代
に
て
は
唐
代
の
遺
風
も
存

在
し
て
、
宰
相
は
相
當
の
權
力
を
有
し
た
る
も
、
明
以
後
に
は
全
く
宰
相
の
官

を
置
か
ぬ
事
に
な
り
、
事
實
宰
相
の
仕
事
を
と
れ
る
も
の
は
殿
閣
大
學
士
で
あ

つ
て
、
こ
れ
は
官
職
の
性
質
と
し
て
は
天
子
の
祕
書
役
、
代
筆
の
役
で
、
天
子
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を
輔
佐
し
、
其
責
任
を
分
ち
、
若
く
は
責
任
を
全
く
負
擔
す
る
古
代
の
宰
相
の

俤
は
な
く
な
り
、
君
權
の
み
が
無
限
に
發
達
し
た
。
唐
の
時
の
宰
相
は
、
皆
貴

族
階
級
の
中
よ
り
出
で
、
一
度
其
位
置
に
到
る
と
、
天
子
と
雖
も
其
權
力
を
自

由
に
動
か
す
事
が
出
來
な
い
習
慣
で
あ
つ
た
が
、
明
以
後
は
如
何
に
強
大
な
る

權
力
を
有
す
る
宰
相
で
も
、
天
子
の
機
嫌
を
損
ね
る
と
、
忽
ち
廢
黜
せ
ら
れ
、

一
個
の
平
民
と
せ
ら
れ
、
囚
人
と
墜
さ
る
ゝ
。
宋
代
は
恰
も
唐
と
明
清
と
の
間

に
立
つ
の
で
、
明
清
の
如
く
宰
相
に
權
力
が
な
い
と
い
ふ
譯
で
は
な
い
が
、
天

子
の
權
力
を
笠
に
被
て
居
る
間
は
全
盛
を
極
め
て
も
、
天
子
の
背
景
を
失
ふ
と

忽
ち
一
匹
夫
と
な
る
。
宋
の
寇
準
・
丁
謂
、
南
宋
の
賈
似
道
な
ど
の
境
遇
の
變

化
を
見
て
も
分
る
の
で
あ
る
。
地
方
官
な
ど
も
、
唐
代
に
は
、
中
央
の
權
力
と

關
係
し
て
、
各
地
方
に
於
て
、
殆
ど
君
主
同
樣
の
權
力
を
有
す
る
も
の
多
き
習

慣
な
り
し
が
、
宋
以
後
は
、
如
何
な
る
よ
き
位
置
の
地
方
官
も
、
君
主
一
片
の

命
令
で
容
易
に
交
迭
せ
ら
る
ゝ
事
と
な
つ
た
。
宦
官
は
天
子
の
從
僕
で
あ
る
が
、

唐
代
の
宦
官
は
天
子
の
眷
族
の
有
力
な
る
部
分
と
な
つ
て
、
定
策
國
老
門
生
天

子
と
い
ふ
諺
さ
へ
出
來
た
が
、
後
に
明
の
時
に
も
宦
官
が
跋
扈
せ
る
も
、
天
子

の
恩
寵
あ
る
と
き
に
の
み
權
力
が
あ
つ
て
、
恩
寵
が
衰
へ
る
と
其
勢
力
は
全
く

な
く
な
る
。
唐
と
明
と
の
宦
官
に
か
く
の
如
き
相
違
あ
る
は
、
即
ち
貴
族
政
治

と
君
主
獨
裁
政
治
と
の
相
違
あ
る
結
果
で
あ
る
。

　
そ
れ
と
同
時
に
人
民
の
地
位
も
著
し
く
變
化
し
て
來
た
。
元
來
法
治
國
と
は

違
ひ
、
人
民
の
權
力
を
明
ら
か
に
認
め
る
事
は
な
い
け
れ
ど
も
、
人
民
の
地
位

と
財
産
上
の
私
權
と
は
、
貴
族
政
治
時
代
と
大
に
趣
を
異
に
す
る
や
う
に
な
つ

た
。
貴
族
時
代
に
は
人
民
は
貴
族
全
體
の
奴
隷
の
如
く
視
ら
れ
し
が
、
隋
唐
の

代
と
な
り
、
人
民
を
貴
族
の
手
か
ら
解
放
し
て
國
家
の
直
轄
と
し
、
殊
に
農
民

を
國
家
の
小
作
人
の
如
く
取
扱
ふ
制
度
が
作
ら
れ
た
が
、
事
實
は
政
治
の
權
力

は
貴
族
に
あ
つ
た
か
ら
、
君
主
を
擁
し
た
る
貴
族
團
體
の
小
作
人
と
い
ふ
状
態

で
あ
つ
た
。
土
地
の
分
配
制
度
な
ど
も
、
か
く
の
如
き
意
義
と
密
接
の
關
係
が

あ
り
、
殊
に
租
税
の
性
質
は
其
意
義
を
尤
も
よ
く
現
し
て
居
る
。
即
ち
唐
代
の

租
・
庸
・
調
の
制
度
は
、
人
民
は
政
府
に
對
し
て
地
代
を
納
め
、
力
役
に
服
し
、

工
作
品
を
提
供
す
る
意
味
の
も
の
で
あ
つ
た
。
唐
の
中
世
か
ら
此
制
度
自
然
に

壞
れ
て
兩
税
制
度
と
な
り
、
人
民
の
居
住
が
制
度
上
自
由
に
解
放
さ
る
ゝ
こ
と
ゝ

な
り
、
地
租
な
ど
の
收
納
も
錢
で
代
納
す
る
こ
と
ゝ
な
つ
た
の
で
、
人
民
は
土

地
に
拘
束
せ
ら
る
ゝ
奴
隷
小
作
人
た
る
位
置
か
ら
、
自
然
に
解
放
さ
る
ゝ
端
緒

を
開
き
し
が
、
宋
代
に
至
り
、
王
安
石
の
新
法
に
よ
り
て
、
人
民
の
土
地
所
有

の
意
味
が
益
々
確
實
に
な
つ
て
來
た
。
青
苗
錢
の
如
き
低
利
資
金
融
通
法
も
、

人
民
が
土
地
の
收
穫
を
自
由
に
處
分
す
る
事
を
認
め
る
意
味
と
も
解
さ
る
ゝ
。

又
從
來
の
差
役
を
改
め
て
雇
役
と
し
、
隨
分
反
對
者
の
攻
撃
を
受
け
た
が
、
此

雇
役
制
度
は
尤
も
當
時
の
事
情
に
適
せ
る
を
以
て
、
後
に
司
馬
光
が
王
安
石
の

新
法
を
改
め
た
時
に
、
新
法
反
對
論
者
の
中
に
も
、
蘇
東
坡
始
め
、
差
役
を
復

舊
す
る
こ
と
は
こ
れ
を
否
な
り
と
し
た
人
が
多
い
。
支
那
は
人
民
の
參
政
權
を

認
む
る
と
い
ふ
こ
と
は
全
く
な
か
り
し
も
、
貴
族
の
階
級
を
消
滅
せ
し
め
て
、

君
主
と
人
民
と
直
接
に
相
對
す
る
や
う
に
な
つ
た
の
は
、
即
ち
近
世
的
政
治
の

状
態
と
な
つ
た
の
で
あ
る
。

　
又
官
吏
即
ち
君
主
と
人
民
と
の
中
間
の
階
級
も
選
擧
と
な
つ
た
。
勿
論
こ
の

選
擧
と
は
、
今
の
代
議
政
治
の
如
く
代
議
的
で
は
な
く
し
て
、
一
種
の
官
吏
登

用
の
形
式
を
指
す
も
の
な
る
が
、
即
ち
選
擧
の
方
法
が
貴
族
的
階
級
か
ら
の
登

用
を
一
變
し
て
、
試
驗
登
用
、
即
ち
科
擧
と
な
つ
た
の
で
あ
る
。
六
朝
時
代
に

は
天
下
の
官
吏
を
九
品
中
正
の
方
法
で
選
擧
し
、
全
く
貴
族
の
權
力
で
左
右
し

た
の
で
あ
つ
て
、
當
時
の
諺
に
上
品
無
寒
門
、
下
品
無
勢
族
と
い
ふ
事
が
あ
つ

た
が
、
隋
唐
以
來
此
弊
を
破
る
た
め
に
科
擧
を
行
ふ
こ
と
ゝ
な
つ
た
。
然
し
唐

代
の
科
擧
は
其
方
法
が
矢
張
依
然
と
し
て
貴
族
的
な
り
し
が
、
こ
れ
も
宋
の
王
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安
石
時
代
か
ら
一
變
し
た
。
即
ち
唐
代
よ
り
宋
の
初
期
の
科
擧
は
帖
括
と
詩
賦

と
を
主
と
し
た
。
經
書
を
暗
誦
す
る
力
を
試
驗
す
る
の
が
帖
括
で
、
文
學
上
の

創
作
力
を
試
む
る
の
が
詩
賦
で
あ
る
。
夫
れ
故
、
其
試
驗
は
學
科
の
試
驗
と
い

ふ
よ
り
は
、
寧
ろ
人
格
試
驗
と
文
章
草
案
の
力
と
を
試
驗
す
る
と
い
ふ
方
法
で

あ
つ
た
。
處
が
王
安
石
の
制
度
で
は
帖
括
に
代
ふ
る
に
經
義
を
以
て
し
、
詩
賦

に
代
ふ
る
に
策
論
を
以
て
し
た
。
經
義
は
經
書
の
中
の
義
理
に
關
し
て
意
見
を

書
か
せ
、
策
論
は
政
治
上
の
意
見
を
書
か
せ
た
。
勿
論
こ
れ
も
後
に
は
、
經
義

は
單
に
一
時
の
思
ひ
付
き
を
以
て
試
驗
官
を
驚
か
す
文
章
の
遊
戲
と
變
じ
、
策

論
も
單
に
粗
末
な
歴
史
上
の
事
蹟
を
概
説
す
る
に
過
ぎ
な
い
も
の
と
な
つ
て
、

實
際
の
政
務
と
は
何
等
の
關
係
も
な
く
な
つ
た
が
、
兎
も
角
こ
れ
を
變
ず
る
だ

け
は
、
從
來
の
人
格
主
義
か
ら
實
務
主
義
に
改
む
る
の
が
目
的
で
あ
る
。
試
驗

に
應
ず
る
も
の
も
、
唐
代
で
は
一
ヶ
年
に
五
十
人
位
よ
り
及
第
し
な
か
つ
た
が
、

明
以
後
、
科
擧
の
及
第
者
は
非
常
に
増
加
し
て
、
或
時
は
三
年
に
一
度
で
あ
る

け
れ
ど
も
、
數
百
人
を
超
え
、
こ
と
に
應
試
者
は
何
時
で
も
一
萬
以
上
を
數
ふ

る
事
と
な
つ
た
。
即
ち
君
主
獨
裁
時
代
に
於
て
、
官
吏
の
地
位
は
一
般
庶
民
に

分
配
さ
る
ゝ
こ
と
に
於
て
、
機
會
均
等
を
許
さ
る
ゝ
事
と
な
つ
た
の
で
あ
る
。

　
政
治
の
實
際
の
状
態
に
於
て
も
變
化
を
來
し
て
、
殊
に
黨
派
の
如
き
は
其
性

質
を
一
變
し
た
。
唐
の
時
に
も
、
宋
の
時
に
も
、
朋
黨
が
喧
か
り
し
が
、
唐
の

朋
黨
は
單
に
權
力
の
爭
ひ
を
專
ら
と
す
る
貴
族
中
心
の
も
の
に
し
て
、
宋
代
に

な
り
て
は
、
著
し
く
政
治
上
の
主
義
が
朋
黨
の
上
に
表
は
れ
た
。
こ
れ
は
政
權

が
貴
族
の
手
を
離
れ
て
か
ら
、
婚
姻
や
親
戚
關
係
か
ら
來
る
黨
派
が
漸
次
衰
へ

て
、
政
治
上
の
意
見
が
黨
派
を
作
る
主
要
な
る
目
的
と
な
つ
た
の
で
あ
る
。
勿

論
こ
の
黨
派
の
弊
害
は
、
政
治
上
の
主
義
か
ら
來
た
も
の
で
も
、
漸
次
貴
族
時

代
と
類
似
し
た
も
の
と
な
つ
て
、
明
代
に
て
は
、
師
弟
の
關
係
、
出
身
地
方
の

關
係
な
ど
が
重
に
こ
れ
を
支
配
し
て
、
所
謂
君
子
に
よ
り
て
作
ら
れ
た
黨
派
も

其
弊
害
も
、
小
人
の
黨
派
と
差
別
が
な
く
な
り
、
明
は
遂
に
東
林
黨
の
た
め
に

滅
亡
し
た
と
い
は
る
ゝ
に
至
り
、
清
朝
に
て
は
甚
だ
し
く
臣
下
の
黨
派
を
嫌
ひ
、

其
た
め
に
君
主
の
權
力
を
益
々
絶
對
な
ら
し
め
た
。

　
經
濟
上
に
於
て
も
著
し
き
變
化
を
來
し
た
。
唐
代
で
は
有
名
な
開
元
通
寶
の

鑄
造
を
行
ひ
、
貨
幣
の
鑄
造
は
引
續
き
行
は
れ
し
も
、
其
流
通
高
は
割
に
少
な

い
。
貨
幣
の
流
通
が
盛
ん
に
な
り
し
は
宋
代
に
な
つ
て
か
ら
で
あ
る
。
唐
代
は

實
物
經
濟
と
い
ふ
譯
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
多
く
物
の
價
値
を
表
は
す
貨
幣
の

利
用
を
、
絹
布
に
よ
り
て
行
つ
た
。
然
る
に
宋
代
に
あ
り
て
は
、
絹
布
、
綿
な

ど
の
代
り
に
銅
錢
を
使
用
す
る
事
と
な
り
、
更
に
發
達
す
る
と
紙
幣
さ
へ
盛
ん

に
用
ひ
ら
れ
た
。
紙
幣
は
唐
代
か
ら
し
て
已
に
飛
錢
と
い
つ
て
、
こ
れ
を
用
ひ

た
と
い
ふ
事
で
あ
る
が
、
宋
代
に
至
り
て
は
其
利
用
が
非
常
に
盛
ん
で
、
こ
れ

を
交
子
、
會
子
等
と
稱
し
、
南
宋
時
代
は
紙
幣
の
發
行
高
は
非
常
の
額
に
上
り
、

其
た
め
に
物
價
の
變
動
も
甚
し
か
つ
た
。
兎
も
角
充
分
に
利
用
さ
れ
、
次
の
元

代
に
於
て
は
殆
ど
、
銅
錢
鑄
造
の
事
な
く
し
て
、
單
に
紙
幣
の
み
を
流
通
せ
し

む
る
こ
と
ゝ
な
つ
た
。
明
以
後
不
換
紙
幣
政
策
が
極
端
に
行
は
れ
た
の
で
、
遂

に
敗
滅
せ
る
が
、
要
す
る
に
宋
代
に
入
り
て
貨
幣
經
濟
が
非
常
に
盛
ん
に
な
つ

た
と
い
ふ
事
が
出
來
る
。
銀
も
此
頃
よ
り
し
て
漸
次
貨
幣
と
し
て
重
要
の
位
置

を
占
む
る
事
と
な
り
、
北
宋
時
代
な
ど
は
僅
か
の
流
通
に
と
ゞ
ま
り
し
も
、
南

宋
に
至
り
て
は
餘
程
盛
ん
に
な
り
し
も
の
ら
し
く
、
元
の
伯
顏
が
南
宋
を
滅
ぼ

し
て
北
京
に
歸
る
時
に
、
南
宋
の
庫
か
ら
收
得
し
た
銀
を
、
北
京
に
運
ぶ
た
め

に
一
定
の
形
に
鑄
造
し
た
の
が
、
今
日
の
元
寶
銀
の
始
め
だ
と
い
は
れ
て
居
る

か
ら
、
宋
末
に
は
餘
程
流
通
を
し
た
も
の
と
見
え
る
。
明
清
に
至
り
益
々
此
傾

向
盛
大
と
な
り
、
終
に
全
く
銀
が
紙
幣
の
位
置
を
奪
ふ
に
至
つ
た
。
兎
も
角
、

唐
宋
の
代
り
目
が
、
實
物
經
濟
の
終
期
と
貨
幣
經
濟
の
始
期
と
交
代
す
る
時
期

に
當
る
の
で
、
其
間
に
貨
幣
の
名
稱
な
ど
も
自
然
に
變
化
を
來
し
た
。
昔
は
錢
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も
兩
と
か
銖
と
か
で
稱
へ
ら
れ
た
が
、
こ
れ
は
勿
論
重
量
の
名
稱
に
て
、
昔
は

一
兩
が
二
十
四
銖
と
算
せ
ら
れ
た
。
宋
以
後
一
兩
を
十
錢
と
計
算
す
る
こ
と
ゝ

な
り
、
即
ち
一
錢
が
二
銖
四
※
に
當
る
。
元
來
開
元
通
寶
一
文
が
重
量
二
銖
四

※
で
、
十
文
が
一
兩
と
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
宋
代
よ
り
は
重
量
の
名
稱
を
廢

し
て
錢
の
箇
數
で
あ
ら
は
す
こ
と
ゝ
な
り
、
こ
れ
に
よ
り
て
も
錢
の
使
用
の
當

時
如
何
に
盛
大
な
り
し
か
を
知
る
に
足
る
の
で
あ
る
。
日
本
で
重
量
の
名
稱
を

一
匁
（
一
文
目
）
と
い
ふ
如
き
は
、
支
那
の
錢
の
名
稱
を
逆
に
使
用
し
た
も
の

で
あ
る
。

　
學
術
文
藝
の
性
質
も
著
し
く
變
化
し
て
來
た
。
假
に
之
を
經
學
文
學
で
説
い

て
見
れ
ば
、
經
學
の
性
質
は
唐
代
に
於
て
已
に
變
化
の
兆
候
を
あ
ら
は
し
た
。

唐
の
初
期
ま
で
は
、
漢
魏
六
朝
の
風
を
傳
へ
て
、
經
學
は
家
法
若
く
は
師
法
を

重
ん
じ
た
。
昔
か
ら
傳
へ
來
つ
た
説
を
以
て
こ
れ
を
敷
衍
す
る
事
は
許
さ
れ
た

が
、
師
説
を
變
じ
て
新
説
を
立
て
る
事
は
一
般
に
許
さ
れ
な
か
つ
た
。
勿
論
其

間
に
は
、
種
々
の
拔
道
を
考
へ
て
、
幾
度
も
舊
説
を
變
じ
た
る
も
、
公
然
と
か

く
の
如
き
試
み
を
す
る
事
は
出
來
な
い
事
で
あ
つ
た
。
其
結
果
、
當
時
の
著
述

は
義
疏
を
以
て
主
と
し
た
。
義
疏
と
は
經
書
の
注
に
對
し
て
細
か
い
解
説
を
し

た
の
で
、
こ
れ
が
原
則
と
し
て
は
疏
不
破
注
と
い
ふ
事
に
な
つ
て
居
る
。
然
る

に
唐
の
中
頃
か
ら
古
來
の
注
疏
に
疑
を
挾
み
、
一
己
の
意
見
を
立
て
る
事
が
行

は
れ
た
。
其
尤
も
早
い
の
は
春
秋
に
關
す
る
新
説
で
あ
る
。
其
後
宋
代
に
な
る

と
此
傾
向
が
極
端
に
發
達
し
て
、
學
者
は
千
古
不
傳
の
遺
義
を
遺
經
か
ら
發
見

し
た
と
稱
し
、
凡
て
自
己
の
見
解
で
新
解
釋
を
施
す
の
が
一
般
の
風
と
な
つ
た
。

文
學
の
中
で
も
、
文
は
六
朝
以
來
唐
ま
で
四
六
文
が
流
行
し
た
が
、
唐
の
中
頃

か
ら
韓
柳
諸
家
が
起
り
、
所
謂
古
文
體
を
復
興
し
、
凡
て
の
文
が
散
文
體
に
な

つ
て
來
た
、
即
ち
形
式
的
の
文
が
自
由
な
表
現
法
の
文
に
變
つ
て
來
た
。
詩
の

方
で
は
六
朝
ま
で
は
五
言
の
詩
で
、
選
體
即
ち
文
選
風
の
も
の
が
盛
ん
で
あ
つ

た
が
、
盛
唐
の
頃
か
ら
其
風
一
變
し
、
李
杜
以
下
の
大
家
が
出
て
、
益
々
從
來

の
形
式
を
破
る
事
に
つ
と
め
た
。
唐
末
か
ら
は
又
詩
の
外
に
、
詩
餘
即
ち
詞
が

發
達
し
て
來
て
、
五
言
・
七
言
の
形
式
を
破
り
、
頗
る
自
由
な
形
式
に
變
化
し
、

音
樂
的
に
特
に
完
全
に
發
達
し
て
來
た
。
其
結
果
、
宋
か
ら
元
代
に
か
け
て
曲

の
發
達
を
來
し
、
從
來
の
短
い
形
式
の
敍
情
的
の
も
の
か
ら
、
複
雜
な
形
式
の

劇
と
な
つ
て
來
た
。
其
詞
な
ど
も
典
故
あ
る
古
語
を
主
と
せ
ず
し
て
、
俗
語
を

以
て
自
由
に
表
現
す
る
や
う
に
變
つ
た
。
こ
れ
が
た
め
に
一
時
は
貴
族
的
の
文

學
が
一
變
し
て
、
庶
民
的
の
も
の
に
な
ら
ん
と
し
た
。

　
又
、
藝
術
の
方
で
は
、
六
朝
・
唐
代
ま
で
は
壁
畫
が
盛
に
行
は
れ
、
主
と
し

て
彩
色
を
主
と
し
た
が
、
盛
唐
の
頃
か
ら
白
描
水
墨
の
新
派
が
盛
ん
に
な
つ
た

け
れ
ど
も
、
唐
代
を
通
じ
て
は
新
派
が
舊
派
を
壓
倒
す
る
譯
に
は
行
か
な
か
つ

た
。
然
る
に
五
代
か
ら
宋
に
か
け
て
、
壁
畫
が
漸
次
屏
障
畫
と
變
じ
て
、
金
碧

の
山
水
は
衰
へ
、
墨
繪
が
益
々
發
達
し
た
。
五
代
を
中
心
と
し
て
、
以
前
の
畫

は
、
大
體
は
傳
統
的
の
風
格
を
重
ん
じ
、
畫
は
事
件
の
説
明
と
し
て
意
味
あ
る

も
の
に
す
ぎ
ざ
り
し
が
、
新
ら
し
き
水
墨
畫
は
、
自
己
の
意
志
を
表
現
す
る
自

由
な
方
法
を
と
り
、
從
來
貴
族
の
道
具
と
し
て
、
宏
壯
な
る
建
築
物
の
裝
飾
と

し
て
用
ゐ
ら
れ
た
も
の
が
、
卷
軸
が
盛
ん
に
行
は
れ
る
事
と
な
り
、
庶
民
的
と

い
ふ
譯
で
は
な
い
が
、
平
民
よ
り
出
身
し
た
官
吏
が
、
流
寓
す
る
中
に
も
、
こ

れ
を
携
帶
し
て
樂
し
む
事
が
出
來
る
種
類
の
も
の
に
變
化
し
た
。

　
音
樂
も
唐
代
は
舞
樂
が
主
で
、
即
ち
音
を
主
と
し
て
、
そ
れ
に
舞
の
動
作
を

附
屬
さ
し
た
も
の
で
、
樂
律
も
形
式
的
で
あ
り
、
動
作
に
物
眞
似
な
ど
の
意
味

は
少
く
し
て
、
こ
と
に
貴
族
的
な
儀
式
に
相
應
せ
る
も
の
な
り
し
が
、
宋
以
後
、

雜
劇
の
流
行
に
つ
れ
て
、
物
眞
似
の
如
き
卑
近
の
藝
術
が
盛
ん
に
な
り
、
其
動

作
も
比
較
的
複
雜
に
な
つ
て
、
品
位
に
於
て
は
古
代
の
音
樂
よ
り
下
れ
る
も
、

單
純
に
低
級
な
平
民
の
趣
味
に
あ
ふ
樣
に
變
化
し
た
。
其
尤
も
著
し
き
發
達
を
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表
は
し
た
の
は
南
宋
時
代
で
あ
る
。

　
以
上
の
如
く
、
唐
と
宋
と
の
時
代
に
於
て
、
あ
ら
ゆ
る
文
化
的
生
活
が
變
化

を
來
し
た
の
で
、
此
他
に
も
微
細
に
個
人
的
生
活
を
觀
察
す
る
と
、
其
何
れ
も

の
點
に
、
此
時
代
に
於
け
る
變
化
の
表
れ
た
こ
と
を
認
む
る
が
、
今
は
か
く
の

如
き
微
細
の
點
を
述
べ
る
事
は
避
け
る
。

　
要
す
る
に
支
那
に
於
け
る
中
世
・
近
世
の
一
大
轉
換
の
時
期
が
、
唐
宋
の
間

に
あ
る
事
は
、
歴
史
を
讀
む
も
の
ゝ
尤
も
注
意
す
べ
き
所
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
（
大
正
十
一
年
五
月
發
行
「
歴
史
と
地
理
」
第
九
卷
第
五
號
）

8概括的唐宋時代觀
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